
(57)【要約】

　【課題】　レーザ部の正確な温度制御が可能な小型化

されたレーザ・システムを提供することにある。

　【解決手段】　レーザ・システム１は、ペルチェ素子

９、ヒートシンク１０、及びベース基板１１を含む温度

制御部１２と、レーザ・ダイオード２、レンズ３、グレ

ーティング５、第１支持部５、及び第２支持部６を含む

レーザ部８からなる。ヒートシンク１０は、ベース基板

１１に垂直に接続され、ペルチェ素子９は、ヒートシン

ク１０に接続される。また、レーザ部８の第２支持部６

は、ヒートシンク１０の反対側でペルチェ素子９に接続

される。外部共振器型半導体レーザを構成するレーザ・

ダイオード２、レンズ３、グレーティング５等からの熱

は、第２支持部６、ペルチェ素子９、ヒートシンク１０

、およびベース基板１１を通って伝搬するが、ベース基

板１１とレーザ部８との間の距離を一定以上に保つこと

によって、レーザ部８への熱伝導が効果的に遮断される

。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ベ ー ス 基 板 と 、
　 前 記 ベ ー ス 基 板 に 接 続 さ れ 、 前 記 ベ ー ス 基 板 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 に 配 置 さ れ た ヒ ー ト シ ン
ク と 、
　 前 記 ヒ ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ 、 前 記 ベ ー ス 基 板 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 の 位 置 関 係 に あ る 発 熱
素 子 ま た は 発 熱 吸 熱 素 子 と 、
　 前 記 ヒ ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ た 前 記 発 熱 素 子 ま た は 前 記 発 熱 吸 熱 素 子 に 、 前 記 ヒ ー ト シ
ン ク の 反 対 側 で 接 続 さ れ 、 前 記 ベ ー ス 基 板 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 の 位 置 関 係 に あ る レ ー ザ 部 と
を 有 し 、
　 前 記 レ ー ザ 部 は 、 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ を 構 成 す る 半 導 体 レ ー ザ 素 子 、 レ ン ズ 、 お
よ び グ レ ー テ ィ ン グ と 、 前 記 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ を 支 持 す る 支 持 部 を 含 み 、
　 前 記 支 持 部 に よ っ て 、 前 記 ヒ ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ た 前 記 発 熱 素 子 ま た は 前 記 発 熱 吸 熱
素 子 に 接 続 さ れ 、
　 さ ら に 、 前 記 支 持 部 と 断 熱 性 を 有 す る 蓋 に よ っ て 前 記 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ が 覆 わ
れ る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 ベ ー ス 基 板 と 前 記 ヒ ー ト シ ン ク が 、 断 熱 材 を 介 し て 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 ベ ー ス 基 板 と 前 記 レ ー ザ 部 と の 間 に 所 定 の 高 さ の 空 間 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 所 定 の 高 さ が 、 少 な く と も １ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 所 定 の 高 さ の 空 間 に 断 熱 材 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 ベ ー ス 基 板 と 前 記 レ ー ザ 部 と の 間 に 所 定 の 高 さ の 空 間 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 所 定 の 高 さ が 、 少 な く と も １ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 所 定 の 高 さ の 空 間 に 断 熱 材 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 発 熱 素 子 ま た は 前 記 発 熱 吸 熱 素 子 が ペ ル チ ェ 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 レ ー ザ 部 の 温 度 を 検 知 す る た め の 温 度 検 知 手 段 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る レ
ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 定 盤 に 直 接 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 定 盤 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 に 配 置 さ れ た ヒ ー ト シ ン ク と 、
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　 前 記 ヒ ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ 、 前 記 定 盤 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 の 位 置 関 係 に あ る 発 熱 素 子 ま
た は 発 熱 吸 熱 素 子 と 、
　 前 記 ヒ ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ た 前 記 発 熱 素 子 ま た は 前 記 発 熱 吸 熱 素 子 に 、 前 記 ヒ ー ト シ
ン ク の 反 対 側 で 接 続 さ れ 、 前 記 定 盤 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 の 位 置 関 係 に あ る レ ー ザ 部 と を 有 し
、
　 前 記 レ ー ザ 部 は 、 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ を 構 成 す る 半 導 体 レ ー ザ 素 子 、 レ ン ズ 、 お
よ び グ レ ー テ ィ ン グ と 、 前 記 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ を 支 持 す る 支 持 部 を 含 み 、
　 前 記 支 持 部 に よ っ て 、 前 記 ヒ ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ た 前 記 発 熱 素 子 ま た は 前 記 発 熱 吸 熱
素 子 に 接 続 さ れ 、
　 さ ら に 、 前 記 支 持 部 と 断 熱 性 を 有 す る 蓋 に よ っ て 前 記 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ が 覆 わ
れ る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 定 盤 と 前 記 ヒ ー ト シ ン ク が 、 断 熱 材 を 介 し て 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る レ ー
ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 定 盤 と 前 記 レ ー ザ 部 と の 間 に 所 定 の 高 さ の 空 間 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 所 定 の 高 さ が 、 少 な く と も １ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 所 定 の 高 さ の 空 間 に 断 熱 材 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 定 盤 と 前 記 レ ー ザ 部 と の 間 に 所 定 の 高 さ の 空 間 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 所 定 の 高 さ が 、 少 な く と も １ ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 所 定 の 高 さ の 空 間 に 断 熱 材 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 発 熱 素 子 ま た は 前 記 発 熱 吸 熱 素 子 が ペ ル チ ェ 素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る レ ー ザ ・
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 レ ー ザ 部 の 温 度 を 検 知 す る た め の 温 度 検 知 手 段 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る レ
ー ザ ・ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ を 含 む レ ー ザ ・ シ ス テ ム に 関 し 、 よ り 詳 し く は
、 正 確 な 温 度 制 御 が 可 能 な レ ー ザ ・ シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 近 年 、 半 導 体 レ ー ザ は 、 小 型 で か つ 低 消 費 電 力 で あ る 等 の 理 由 か ら 、 情 報 機 器 に 多 く 使
わ れ る よ う に な っ て き た 。 こ う し た 半 導 体 レ ー ザ の な か に は 、 外 部 か ら 所 定 の 波 長 の 光 を
入 射 す る こ と に よ っ て 半 導 体 レ ー ザ の 発 振 光 の 波 長 を 安 定 化 す る 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー
ザ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 代 表 的 な Ｌ ｉ ｔ ｔ ｒ ｏ ｗ 型 の 半 導 体 レ ー ザ に つ い て 、 図 ７ を 参 照 し て 説 明 す る
。 例 え ば 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド １ ０ ０ の よ う な 半 導 体 レ ー ザ 素 子 か ら 出 射 さ れ た 縦 多 モ ー
ド の レ ー ザ 光 （ 発 振 光 ） が レ ン ズ １ ０ １ に よ っ て 平 行 に 集 め ら れ 、 グ レ ー テ ィ ン グ （ 回 折
格 子 ） １ ０ ２ に 入 射 さ れ る 。 グ レ ー テ ィ ン グ １ ０ ２ は 、 そ の 配 置 角 度 に 応 じ て 、 入 射 し た
光 の う ち 、 特 定 の 波 長 を 有 す る 光 を １ 次 回 折 光 と し て 出 力 す る 。 こ の １ 次 回 折 光 は 、 レ ン
ズ １ ０ １ を 介 し て レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド １ ０ ０ に 逆 注 入 さ れ る 。 こ の 結 果 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ
ー ド １ ０ ０ が 、 注 入 さ れ た １ 次 回 折 光 に 共 振 し て 単 一 モ ー ド の 光 を 出 射 す る よ う に な り 、
そ の 光 の 波 長 は 、 グ レ ー テ ィ ン グ １ ０ ２ か ら 戻 っ て き た 光 の 波 長 と 同 じ に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 従 来 よ り 市 販 さ れ て い る 代 表 的 な 外 部 共 振 型 半 導 体 レ ー ザ を 含 む レ ー ザ ・ シ ス
テ ム の 構 成 を 、 図 ８ お よ び 図 ９ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ８ は 、 レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ ２ ０ の
平 面 図 で あ り 、 図 ９ は 、 図 ８ に 示 す 矢 印 Ａ の 方 向 に 沿 っ て 見 た レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ ２ ０ の
正 面 図 で あ る 。 こ の レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ ２ ０ の 構 成 は 、 非 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た レ ー ザ
・ シ ス テ ム の 構 成 と 同 様 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 L. Ricci, et al. :"A compact grating-stabilized diode laser syst
em for atomic physics", Optics Communications, 117 1995, pp541-549
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 す レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ ２ ０ は 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド １ ２ １ 、 レ ン ズ
１ ２ ２ 、 グ レ ー テ ィ ン グ １ ２ ３ 、 第 １ 支 持 部 １ ２ ４ 、 第 １ ネ ジ １ ２ ５ 、 第 １ 溝 １ ２ ６ 、 第
２ 支 持 部 １ ２ ７ 、 第 ２ ネ ジ １ ２ ８ 、 お よ び 第 ２ 溝 １ ２ ９ を 含 む レ ー ザ 部 １ ３ ０ と 、 ペ ル チ
ェ 素 子 １ ４ １ 、 ヒ ー ト シ ン ク １ ４ ２ を 含 む 温 度 制 御 部 １ ４ ３ か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ８ お よ び 図 ９ か ら 分 か る よ う に 、 レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ ２ ０ は 、 光 学 部 品 （ レ ン ズ １ ２
２ 、 グ レ ー テ ィ ン グ １ ２ ３ 等 ） を レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ ２ ０ の 設 置 面 に 対 し て 水 平 に 配 置 し
て お り 、 レ ー ザ 光 の 光 路 は 、 当 該 設 置 面 に 対 し て ほ ぼ 水 平 と な る 。 さ ら に 、 温 度 制 御 部 １
４ ３ が レ ー ザ 部 １ ３ ０ の 下 側 に 配 置 さ れ て い る 。 温 度 制 御 部 １ ４ ３ に よ っ て 温 度 が 制 御 さ
れ て い る の は 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド １ ２ １ 、 レ ン ズ １ ２ ２ 等 の レ ー ザ 部 １ ３ ０ の 各 構 成 要
素 で あ る 。 ま た 、 温 度 制 御 部 １ ４ ３ に よ り レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド １ ２ １ の 温 度 が 一 定 に 保 た
れ る こ と に よ っ て 光 源 の 安 定 化 が 図 ら れ る 。 さ ら に 、 熱 膨 張 を 抑 え る こ と に よ っ て 、 グ レ
ー テ ィ ン グ １ ２ ３ や 第 １ 支 持 部 １ ２ ４ 等 を 含 む 外 部 共 振 器 の サ イ ズ を 一 定 に 保 つ こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ ２ ０ は ま た 、 図 ７ に 示 し た よ う に 、 グ レ ー テ ィ ン グ １ ２ ３ の 配 置 角
度 を 変 え る こ と に よ り レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド １ ２ １ の 発 振 光 の 波 長 を 調 整 す る 。 グ レ ー テ ィ
ン グ １ ２ ３ は 、 第 １ 支 持 部 １ ２ ４ に 保 持 さ れ て い る 。 第 １ 支 持 部 １ ２ ４ に は 第 １ 溝 １ ２ ６
が 設 け ら れ て お り 、 同 じ く 第 １ 支 持 部 １ ２ ４ に 設 け ら れ た 第 １ ネ ジ １ ２ ５ を 回 転 さ せ る こ
と に よ り 、 第 １ 溝 １ ２ ６ の 間 隔 が 部 分 的 に 広 が り （ あ る い は 狭 ま り ） 、 そ れ に よ っ て グ レ
ー テ ィ ン グ １ ２ ３ の 水 平 方 向 の 配 置 角 度 が 僅 か に 変 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 同 様 の 機 構 が 、 グ レ ー テ ィ ン グ １ ２ ３ の 垂 直 方 向 の 角 度 を 調 整 す る た め に 設 け ら れ て い
る 。 グ レ ー テ ィ ン グ １ ２ ３ を 保 持 す る 第 １ 支 持 部 １ ２ ４ は 、 第 ２ 支 持 部 １ ２ ７ に 保 持 さ れ
て い る 。 第 ２ 支 持 部 １ ２ ７ に は 第 ２ 溝 １ ２ ９ が 設 け ら れ て お り 、 同 じ く 第 ２ 支 持 部 １ ２ ７
に 設 け ら れ た 第 ２ ネ ジ １ ２ ８ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 第 ２ 溝 １ ２ ９ の 間 隔 が 部 分 的 に 広
が り （ あ る い は 狭 ま り ） 、 そ れ に よ っ て 第 １ 支 持 部 １ ２ ４ お よ び グ レ ー テ ィ ン グ １ ２ ３ の
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垂 直 方 向 の 配 置 角 度 が 僅 か に 変 化 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 温 度 制 御 部 １ ４ ３ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ペ ル チ ェ 素 子 １ ４ １ と 、 土 台 と し て の 機 能 も
有 す る ヒ ー ト シ ン ク １ ４ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 ペ ル チ ェ 素 子 １ ４ １ は 、 電 流 を 流 す と 、 一 方
の 面 が 加 熱 さ れ 、 他 方 の 面 が 冷 却 さ れ る 素 子 で あ り 、 電 流 の 向 き を 変 え る と 加 熱 面 と 冷 却
面 が 逆 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ペ ル チ ェ 素 子 １ ４ １ を 利 用 す る 場 合 、 一 方 を 環 境 温 度 に 対 し て － １ ０ ℃ に 冷 却 し て も 、
他 方 が 環 境 温 度 に 対 し て ＋ １ ０ ℃ に な る わ け で は な い 。 こ れ は 、 ペ ル チ ェ 素 子 １ ４ １ が 、
上 記 動 作 を 行 う に 際 し て 発 熱 し 、 そ の 温 度 が 上 乗 せ さ れ る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 す 従 来 例 に お い て 、 ペ ル チ ェ 素 子 １ ４ １ の 上 側 に 位 置 す る レ ー ザ 部
１ ３ ０ を 加 熱 し よ う と す る 場 合 は 特 段 の 問 題 を 生 じ な い 。 レ ー ザ 部 １ ３ ０ を 環 境 温 度 に 対
し て ＋ ２ ０ ℃ に な る よ う 加 熱 し て も 、 ペ ル チ ェ 素 子 １ ４ １ の 下 面 は （ ペ ル チ ェ 素 子 １ ４ １
が 単 体 で 構 成 さ れ て い て も ） 環 境 温 度 に 対 し て マ イ ナ ス 数 ℃ に し か な ら な い 。 さ ら に 、 ペ
ル チ ェ 素 子 １ ４ １ の 下 側 に は 大 き な ヒ ー ト シ ン ク １ ４ ２ が 配 置 さ れ て い て 、 こ の 低 温 を 拡
散 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し な が ら 、 レ ー ザ 部 １ ３ ０ を 冷 却 す る 場 合 に は 問 題 が あ る 。 例 え ば 、 レ ー ザ 部 １ ３
０ を 環 境 温 度 に 対 し て － １ ０ ℃ に な る よ う 設 定 す る と 、 ペ ル チ ェ 素 子 １ ４ １ の 下 面 は 、 環
境 温 度 に 対 し て プ ラ ス 数 十 ℃ と な り 、 ヒ ー ト シ ン ク １ ４ ２ も 環 境 温 度 に 対 し て ＋ １ ０ ℃ 程
度 に な る 。 こ の 場 合 、 レ ー ザ 部 １ ３ ０ は 、 ヒ ー ト シ ン ク １ ４ ２ の 上 に 配 置 さ れ て い る た め
に 、 そ こ か ら 上 が っ て く る 熱 せ ら れ た 空 気 に よ っ て 加 熱 さ れ 、 ほ と ん ど 冷 却 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ に は 様 々 な 用 途 が 考 え ら れ て お り 、 そ の ひ と つ が 、 次
世 代 ス ト レ ー ジ と し て 注 目 さ れ て い る ホ ロ グ ラ フ ィ メ モ リ の ラ イ タ へ の 適 用 で あ る 。 ホ ロ
グ ラ フ ィ メ モ リ 用 ラ イ タ は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ へ の 搭 載 も 検 討 さ れ て お り 、 そ の 場
合 に は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 内 部 の 温 度 が 高 い こ と か ら 、 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ
を 冷 却 し な が ら 使 用 す る 態 様 が 考 え ら れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 場 合 、 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ が ホ ロ グ ラ フ ィ メ モ リ 用 ラ イ タ の
部 品 の ひ と つ で あ る こ と を 考 え る と 、 レ ー ザ ・ シ ス テ ム 全 体 と し て は 小 型 で あ る こ と が 必
要 と さ れ 、 従 来 の よ う な 大 き な ヒ ー ト シ ン ク に よ る 冷 却 は 実 用 的 で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で は 、 内 蔵 す る Ｃ Ｐ Ｕ を ヒ ー ト シ ン ク に 接 触 さ せ て Ｃ Ｐ
Ｕ の 発 熱 を ヒ ー ト シ ン ク に 伝 導 し 、 さ ら に 高 温 と な っ た ヒ ー ト シ ン ク を 高 回 転 の フ ァ ン に
よ る 送 風 で 冷 却 し て い る 。 そ の た め 、 上 述 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム が ホ ロ グ ラ フ ィ 用 ラ イ タ の
部 品 と し て 用 い ら れ 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 内 蔵 さ れ る 場 合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ と 同 様 に 、
こ う し た 高 回 転 フ ァ ン に よ る 冷 却 を 行 う こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し か し な が ら 、 ホ ロ グ ラ フ ィ で は 、 ２ つ の レ ー ザ 光 に よ る 高 精 度 な 照 射 を 要 す る た め 、
外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ の 振 動 を で き る 限 り 抑 止 す る 必 要 が あ り 、 大 き な 振 動 を も た ら
す 高 回 転 の フ ァ ン を 用 い る こ と は 適 当 で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 従 っ て 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 全 体 と し て 小 型 化 さ れ た レ ー ザ ・ シ ス テ ム を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の さ ら な る 目 的 は 、 振 動 を 排 除 し つ つ 効 果 的 に レ ー ザ 部 を 冷 却 す る 構 成
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を 有 す る レ ー ザ ・ シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 発 明 は 、 ベ ー ス 基 板 と 、 ベ ー ス 基 板 に 接 続 さ れ 、 ベ ー ス 基 板 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 に 配
置 さ れ た ヒ ー ト シ ン ク と 、 ヒ ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ 、 ベ ー ス 基 板 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 の 位 置
関 係 に あ る 発 熱 素 子 ま た は 発 熱 吸 熱 素 子 と 、 ヒ ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ た 発 熱 素 子 ま た は 発
熱 吸 熱 素 子 に 、 ヒ ー ト シ ン ク の 反 対 側 で 接 続 さ れ 、 ベ ー ス 基 板 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 の 位 置 関
係 に あ る レ ー ザ 部 と を 有 し 、 レ ー ザ 部 は 、 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ を 構 成 す る レ ー ザ ・
ダ イ オ ー ド 、 レ ン ズ 、 お よ び グ レ ー テ ィ ン グ と 、 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ を 支 持 す る 支
持 部 を 含 み 、 支 持 部 に よ っ て 、 ヒ ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ た 発 熱 素 子 ま た は 発 熱 吸 熱 素 子 に
接 続 さ れ 、 さ ら に 、 支 持 部 と 断 熱 性 を 有 す る 蓋 に よ っ て 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ が 覆 わ
れ る よ う に 構 成 さ れ た レ ー ザ ・ シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 定 盤 に 直 接 的 に 接 続 さ れ 、 定 盤 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 に 配 置 さ れ た ヒ ー ト シ ン
ク と 、 ヒ ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ 、 定 盤 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 の 位 置 関 係 に あ る 発 熱 素 子 ま た は
発 熱 吸 熱 素 子 と 、 ヒ ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ た 発 熱 素 子 ま た は 発 熱 吸 熱 素 子 に 、 ヒ ー ト シ ン
ク の 反 対 側 で 接 続 さ れ 、 定 盤 に 対 し て ほ ぼ 垂 直 の 位 置 関 係 に あ る レ ー ザ 部 と を 有 し 、 レ ー
ザ 部 は 、 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ を 構 成 す る レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド 、 レ ン ズ 、 お よ び グ レ
ー テ ィ ン グ と 、 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ を 支 持 す る 支 持 部 を 含 み 、 支 持 部 に よ っ て 、 ヒ
ー ト シ ン ク に 接 続 さ れ た 発 熱 素 子 ま た は 発 熱 吸 熱 素 子 に 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 支 持 部 と 断 熱
性 を 有 す る 蓋 に よ っ て 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ が 覆 わ れ る よ う に 構 成 さ れ た レ ー ザ ・ シ
ス テ ム で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 レ ー ザ 部 を 加 熱 す る 場 合 だ け で な く 、 冷 却 す る 場 合 に も 正 確 な 温 度
制 御 を す る こ と が で き る 小 型 化 さ れ た レ ー ザ ・ シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 最 初 に 、 図 １ を 参 照 し て こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ の 構 成 に
つ い て 説 明 す る 。 レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ は 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド ２ 、 レ ン ズ ３ 、 グ レ ー テ ィ
ン グ ４ 、 第 １ 支 持 部 ５ 、 第 ２ 支 持 部 ６ 、 お よ び 蓋 ７ を 含 む レ ー ザ 部 ８ と 、 ペ ル チ ェ 素 子 ９
、 ヒ ー ト シ ン ク １ ０ 、 お よ び ベ ー ス 基 板 １ １ を 含 む 温 度 制 御 部 １ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 レ ー
ザ ・ ダ イ オ ー ド ２ 、 レ ン ズ ３ 、 お よ び グ レ ー テ ィ ン グ ４ 等 は 、 レ ー ザ 部 ８ の 蓋 ７ と 第 ２ 支
持 部 ６ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 レ ー ザ 部 ８ 内 の 空 気 の 流 出 入 が 抑 止 さ れ 、
レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド ２ 、 レ ン ズ ３ 、 お よ び グ レ ー テ ィ ン グ ４ 等 の 温 度 が 一 定 に 保 た れ る よ
う に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 レ ー ザ 部 ８ の 他 の 部 分 に つ い て は 、 基 本 的 に 、 図 ８ お よ び 図 ９ で 示 し た 従 来 例 と 同 様 の
構 成 で あ る が 、 従 来 例 で は 、 光 学 部 分 （ レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド １ ２ １ 、 レ ン ズ １ ２ ２ 、 グ レ
ー テ ィ ン グ １ ２ ３ 等 ） が レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ ２ ０ の 設 置 面 に 対 し て 水 平 に 配 置 さ れ て い た
の に 対 し 、 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 光 学 部 分 は レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ の 設 置 面 に 対 し て 垂 直 に
配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド ２ の 近 傍 に は 温 度 セ ン サ （ 不 図 示 ） が 配 置 さ れ る 。 こ の 温 度
セ ン サ か ら 得 ら れ た 温 度 デ ー タ を 基 に 、 ペ ル チ ェ 素 子 ９ に 提 供 す る 電 流 の 向 き 、 お よ び 大
き さ が 決 定 さ れ 、 レ ー ザ 部 ８ の 適 切 な 温 度 制 御 が な さ れ る こ と に な る 。 温 度 セ ン サ の 配 置
例 に つ い て は 、 図 ６ を 参 照 し て 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 温 度 制 御 部 １ ２ は 、 上 述 の 従 来 例 と は 異 な り 、 レ ー ザ 部 ８ の 側 部 に 位 置 す る よ う 構 成 さ
れ て い る 。 よ り 詳 し く は 、 ヒ ー ト シ ン ク １ ０ が ペ ル チ ェ 素 子 ９ と 接 続 さ れ 、 ペ ル チ ェ 素 子
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９ が 、 レ ー ザ 部 ８ の 第 ２ 支 持 部 ６ に 接 続 さ れ る 。 各 接 続 は 、 例 え ば 、 互 い に 密 着 さ せ る 等
、 少 な く と も 熱 伝 導 が 行 わ れ う る 接 続 態 様 で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 ま た 、 ヒ ー ト シ ン ク
１ ０ と ペ ル チ ェ 素 子 ９ の 間 、 ペ ル チ ェ 素 子 ９ と 第 ２ 支 持 部 ６ の 間 に は 、 緩 衝 材 と な る 部 材
を 挿 入 し て も 良 い 。 な お 、 グ レ ー テ ィ ン グ ４ と ヒ ー ト シ ン ク １ ０ の 間 の 熱 伝 導 に つ い て は
、 第 １ 支 持 部 ５ 、 第 ２ 支 持 部 ６ 、 お よ び ペ ル チ ェ 素 子 ９ を 介 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド ２ 等 か ら 生 じ る 熱 は 、 第 ２ 支 持 部 ６ 、 ペ
ル チ ェ 素 子 ９ を 介 し て ヒ ー ト シ ン ク １ ０ に 伝 え ら れ 、 さ ら に ベ ー ス 基 板 １ １ に 伝 わ っ て い
く 。 ヒ ー ト シ ン ク １ ０ が レ ー ザ 部 ８ の 側 部 に 位 置 し て い る た め 、 従 来 例 の よ う に 、 レ ー ザ
部 ８ が 、 ヒ ー ト シ ン ク １ ０ か ら 上 が っ て く る 熱 せ ら れ た 空 気 に よ っ て 加 熱 さ れ る と い う こ
と は な く 、 そ の 点 で は 、 ヒ ー ト シ ン ク １ ０ の 熱 が レ ー ザ 部 ８ に 伝 わ り 難 い 構 造 で あ る と い
え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド ２ が 使 用 さ れ て い る が 、 他 の 半 導
体 レ ー ザ 素 子 を 用 い て も よ い 。 さ ら に 、 レ ー ザ 部 ８ の 温 度 を 制 御 す る た め に ペ ル チ ェ 素 子
９ が 使 用 さ れ て い る が 、 そ の 他 の 発 熱 吸 熱 素 子 を 用 い て も よ い 。 ま た 、 発 熱 素 子 の み を 用
い て レ ー ザ 部 ８ の 温 度 を 制 御 す る こ と も 考 え ら れ る 。 こ う し た 素 子 は 、 以 降 の 実 施 形 態 に
お い て も 同 様 に 選 択 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う な ヒ ー ト シ ン ク １ ０ と レ ー ザ 部 ８ の 有 利 な 位 置 関 係 は 、 ベ ー ス 基 板 １ １ が 地 面
に 対 し て 水 平 に 配 置 さ れ る 場 合 に 意 味 が あ る 。 す な わ ち 、 レ ー ザ 部 ８ が 、 ヒ ー ト シ ン ク １
０ に よ り 熱 せ ら れ て 上 昇 す る 空 気 の 経 路 上 に な い こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 た だ し 、 第 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 矢 印 Ｃ に 示 す ル ー ト で 熱 が 伝 わ る 可 能 性 が あ る 。
例 え ば 、 レ ー ザ 部 ８ を 、 環 境 温 度 に 対 し て － １ ０ ℃ に 設 定 す る と 、 ペ ル チ ェ 素 子 ９ を 介 し
て ヒ ー ト シ ン ク １ ０ が ４ ０ ℃ 以 上 加 熱 さ れ 、 そ の 熱 が 矢 印 Ｃ の ル ー ト で ベ ー ス 基 板 １ １ に
伝 わ る 。 熱 は さ ら に 、 ベ ー ス 基 板 １ １ と 蓋 ７ の 間 の 空 気 を 介 し て 蓋 ７ を 加 熱 し 、 レ ー ザ 部
８ は 、 こ の 蓋 ７ の 加 熱 に よ っ て 間 接 的 に 熱 せ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 場 合 に も 、 レ ー ザ 部 ８ は 、 前 述 の よ う に ペ ル チ ェ 素 子 ９ に よ っ て 冷 却 さ れ る が 、 矢
印 Ｃ の ル ー ト で も た ら さ れ た 熱 の 方 が は る か に 大 き い た め 、 結 果 的 に レ ー ザ 部 ８ が 熱 せ ら
れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 状 況 は 、 図 １ に 示 す ベ ー ス 基 板 １ １ と 蓋 ７ と の 距 離 （ ま た は
ベ ー ス 基 板 １ １ と レ ー ザ 部 ８ と の 距 離 ） Ｄ を あ る 一 定 以 上 と す る こ と に よ っ て 解 決 で き る
。 例 え ば 、 レ ー ザ 部 ８ を 環 境 温 度 に 対 し て － １ ０ ℃ に 設 定 す る 場 合 、 距 離 Ｄ を 約 １ ０ ｍ ｍ
以 上 と れ ば 、 ベ ー ス 基 板 １ １ か ら 蓋 ７ へ の 熱 の 伝 搬 を か な り 減 ら す こ と が で き る 。 ま た 、
こ こ で 、 レ ー ザ 部 ８ を 環 境 温 度 に 対 し て － １ ０ ℃ に 設 定 し た の は 、 ホ ロ グ ラ フ ィ メ モ リ 用
ラ イ タ に 使 用 す る 場 合 を 想 定 し た も の で あ る 。 過 度 に 冷 却 す る と 、 ヒ ー ト シ ン ク １ ０ が 発
生 す る 熱 が レ ー ザ 部 ８ 以 外 に も 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ り 、 注 意 を 要 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 レ ー ザ 部 ８ を 加 熱 す る 場 合 は 、 例 え ば 、 レ ー ザ 部 ８ を 環 境 温 度 に 対 し て ＋ ２ ０ ℃
に 設 定 す る 場 合 で あ っ て も 、 距 離 Ｄ は ５ ｍ ｍ 程 度 で 十 分 で あ る 。 こ れ は 、 ヒ ー ト シ ン ク １
０ の 温 度 は 環 境 温 度 に 対 し て ５ ℃ も 下 が ら な い た め 、 矢 印 Ｃ の ル ー ト で レ ー ザ 部 ８ に 伝 え
ら れ る 冷 気 は わ ず か な も の だ か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 蓋 ７ は 、 例 え ば 、 耐 熱 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 、 断 熱 効 果 の あ る （ す な わ ち 、 熱 伝 導 率 の 低 い
） 材 質 か ら な る 。 ま た 、 蓋 ７ を 厚 く 構 成 す る こ と に よ っ て 、 熱 の 遮 断 効 果 を さ ら に 高 め る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 次 に 、 図 ２ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る レ ー ザ ・ シ ス テ ム ２ １ の 構 造
に つ い て 説 明 す る 。 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ で は 、 図 １ の 矢 印 Ｃ に 示 す
ル ー ト で 熱 が 伝 搬 し 、 レ ー ザ 部 ８ の 下 部 に 熱 源 が 発 生 す る 問 題 が あ っ た 。 第 ２ の 実 施 形 態
で は 、 当 該 熱 の 伝 搬 を ヒ ー ト シ ン ク の 下 部 に 断 熱 材 を 配 置 す る こ と に よ っ て 抑 止 し よ う と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 レ ー ザ ・ シ ス テ ム ２ １ は 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド ２ ２ 、 レ ン ズ ２ ３ 、 グ レ ー テ ィ ン グ ２ ４
、 第 ２ 支 持 部 ２ ５ 、 お よ び 蓋 ２ ６ を 含 む レ ー ザ 部 ２ ７ と 、 ペ ル チ ェ 素 子 ２ ８ 、 ヒ ー ト シ ン
ク ２ ９ 、 断 熱 材 ３ １ 、 お よ び ベ ー ス 基 板 ３ ０ を 含 む 温 度 制 御 部 ３ ２ か ら 構 成 さ れ る 。 ベ ー
ス 基 板 ３ ０ の 一 部 が 断 熱 材 ３ １ と し て 構 成 さ れ る 以 外 は 、 第 １ の 実 施 形 態 の レ ー ザ ・ シ ス
テ ム １ と 同 様 の 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 断 熱 材 ３ １ に よ っ て 、 図 １ で 示 さ れ た よ う な 、 矢 印 Ｃ の ル ー ト に 沿 っ た 熱 の 伝 搬 を 抑 止
す る こ と が で き る （ 矢 印 Ｅ ） 。 断 熱 材 ３ １ と し て は 、 断 熱 効 果 の あ る （ 熱 伝 導 率 の 低 い ）
様 々 な 材 料 を 使 用 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 発 泡 性 の プ ラ ス チ ッ ク 材 料 等 が 含 ま れ る 。 ま
た 、 い く つ か の 材 料 を 組 み 合 わ せ て 断 熱 材 ３ １ を 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 た だ し 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 ベ ー ス 基 板 ３ ０ か ら の 熱 で レ ー ザ 部 ２ ７ が 熱 せ ら れ
る の を 避 け る た め に 、 距 離 Ｄ を １ ０ ｍ ｍ 以 上 設 け る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 断 熱 材 ３ １ に よ っ て 熱 の 逃 げ 場 が な く な り 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ９ が 高 温 に な っ て し
ま う た め 、 レ ー ザ 部 ２ ７ の 温 度 制 御 が 好 適 に 行 わ れ な い 場 合 も 考 え ら れ る 。 し か し な が ら
、 そ の よ う な 場 合 で あ っ て も 、 例 え ば 、 レ ー ザ 部 ２ ７ を 環 境 温 度 に 対 し て ＋ ２ ０ ℃ に 設 定
す る 場 合 で あ れ ば 、 適 切 な 温 度 制 御 が 可 能 で あ る 。 こ れ は 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ９ の 温 度 は 環
境 温 度 に 対 し て ５ ℃ も 下 が ら な い た め 、 断 熱 材 ３ １ が こ の 冷 気 を 有 効 に 遮 断 し て レ ー ザ 部
８ に ほ と ん ど 冷 気 が 伝 え ら れ な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る レ ー ザ ・ シ ス テ ム ４ １ の 構 成
に つ い て 説 明 す る 。 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態
の レ ー ザ ・ シ ス テ ム ２ １ は 、 下 部 に ベ ー ス 基 板 １ １ 、 ３ ０ を そ れ ぞ れ 有 し て い た が 、 第 ３
の 実 施 形 態 で は 、 ヒ ー ト シ ン ク ４ ９ が 直 接 、 定 盤 ５ ０ 等 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 場 合
も 、 定 盤 ５ ０ 等 を 通 し て 熱 が レ ー ザ 部 ４ ７ に （ 図 １ の 矢 印 Ｃ と 同 様 の ル ー ト で ） 伝 わ る の
で 、 同 様 に 距 離 Ｄ を １ ０ ｍ ｍ 以 上 確 保 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 定 盤 は 、 正 確 な 表 面 を 持 つ 平 ら な 板 ま た は ブ ロ ッ ク で 、 測 定 器 の 正 確 な 位 置 決 め を す る
と き な ど に 使 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 に 関 す る そ の 他 の 構 造 は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る 。 す な わ ち 、 レ
ー ザ ・ シ ス テ ム ４ １ は 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド ４ ２ 、 レ ン ズ ４ ３ 、 グ レ ー テ ィ ン グ ４ ４ 、 第
２ 支 持 部 ４ ５ 、 お よ び 蓋 ４ ６ を 含 む レ ー ザ 部 ４ ７ と 、 ペ ル チ ェ 素 子 ４ ８ 、 ヒ ー ト シ ン ク ４
９ 、 お よ び 定 盤 ５ ０ を 含 む 温 度 制 御 部 ５ ２ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 図 ４ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る レ ー ザ ・ シ ス テ ム ６ １ の 構 成
に つ い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 形 態 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ を 改 良 し
た も の で あ る 。 す な わ ち 、 レ ー ザ ・ シ ス テ ム １ に お い て 、 レ ー ザ 部 ８ を 覆 う 蓋 ７ の 下 部 と
、 ベ ー ス 基 板 １ １ の 上 部 に 挟 ま れ た 空 間 （ 距 離 Ｄ で 表 さ れ る 空 間 ） に 断 熱 材 ７ ２ を 挿 入 し
た も の で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 図 １ に 示 し た よ う な 、 矢 印 Ｃ の ル ー ト に よ る 熱 の 伝 搬 を 効
果 的 に 遮 断 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 断 熱 材 ７ ２ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 の レ ー ザ ・ シ ス テ
ム ２ １ に 使 用 さ れ た 断 熱 材 ３ １ の 材 料 と 同 様 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 ま た 、 上 述 し た 第 １ な い し 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 同 様 の 空 間 に 対 し て も 、 断 熱 材 を 挿
入 し て 熱 の 伝 搬 を 遮 断 す る よ う 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ に は 、 基 本 的 に は 図 １ に 示 し た 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム ８
１ が 示 さ れ て い る 。 た だ し 、 グ レ ー テ ィ ン グ ８ ４ の 反 射 光 の 向 き は 、 こ れ ま で 説 明 し て き
た レ ー ザ ・ シ ス テ ム と は 逆 に な っ て い る 。 ま た レ ー ザ ・ シ ス テ ム ８ １ は 、 第 １ の 実 施 形 態
と は レ ー ザ 部 の 細 部 に お い て も 異 な る 。 こ の 発 明 の 本 質 は 、 レ ー ザ 部 か ら の 発 熱 を 効 率 的
に 冷 却 す る と と も に 小 型 化 す る 構 成 に 関 す る も の で あ り 、 各 実 施 形 態 で 示 し た レ ー ザ 部 の
細 部 に つ い て は 、 様 々 な 構 成 が 考 え ら れ 、 こ れ ま で 図 示 し て き た レ ー ザ 部 の 特 定 の 構 成 に
限 定 さ れ る も の で は な い 。 従 っ て 、 図 ５ に 示 す レ ー ザ 部 の 構 成 も 単 な る 一 例 に 過 ぎ な い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 レ ー ザ ・ シ ス テ ム ８ １ は 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド ８ ２ 、 レ ン ズ ８ ３ 、 グ レ ー テ ィ ン グ ８ ４
、 第 ２ 支 持 部 ８ ５ 、 お よ び 蓋 ８ ６ を 含 む レ ー ザ 部 ８ ７ と 、 ペ ル チ ェ 素 子 ８ ８ 、 ヒ ー ト シ ン
ク ８ ９ 、 お よ び ベ ー ス 基 板 ９ ０ を 含 む 温 度 制 御 部 ９ １ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 実 施 形 態 の レ ー ザ 部 ８ ７ に お い て は 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド ８ ２ は 窓 ガ ラ ス を 有 さ ず
、 レ ン ズ （ コ リ メ ー ト レ ン ズ ） ８ ３ と レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド ８ ２ に よ っ て 、 レ ー ザ ・ ダ イ オ
ー ド ８ ２ の 発 光 面 を 外 気 か ら 遮 断 す る 構 成 と な っ て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て 、 レ ー
ザ 光 の 単 一 モ ー ド 化 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ５ に 示 す 構 成 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム ８ １ に つ い て も 、 第 ２ な い し 第 ４ の 実 施 形 態 で 施 さ
れ た 各 改 良 を 適 用 す る こ と が で き 、 そ れ ぞ れ に つ い て 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ６ は 、 図 ５ に 示 し た レ ー ザ ・ シ ス テ ム ８ １ を 、 図 ５ の 矢 印 Ｆ の 方 向 か ら 見 た レ ー ザ ・
シ ス テ ム ８ １ の 側 面 図 で あ り 、 図 ６ の 矢 印 Ｇ が 、 グ レ ー テ ィ ン グ ８ ４ で 反 射 し た 光 の 進 路
を 示 し て い る 。 ま た 、 図 ６ で は 、 レ ー ザ 部 ８ ７ の 温 度 を 測 定 す る た め の 温 度 セ ン サ ９ ２ の
位 置 が 例 示 さ れ て い る 。 レ ー ザ 部 ８ ７ の 温 度 を 一 定 に 保 つ に は 、 レ ー ザ 部 ８ ７ の 温 度 を 測
定 す る 、 例 え ば 、 温 度 セ ン サ ９ ２ の よ う な 温 度 検 知 手 段 が 必 須 で あ り 、 温 度 セ ン サ ９ ２ に
よ っ て 得 ら れ た 温 度 デ ー タ の 値 を モ ニ タ し な が ら 、 ペ ル チ ェ 素 子 ８ ８ に 流 す 電 流 の 方 向 お
よ び 値 を 調 整 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る レ ー ザ ・ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る レ ー ザ ・ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る レ ー ザ ・ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る レ ー ザ ・ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 別 の レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド を 備 え た レ ー ザ ・ シ ス テ ム の 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 温 度 セ ン サ を 備 え た レ ー ザ ・ シ ス テ ム の 例 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 外 部 共 振 器 型 半 導 体 レ ー ザ の 構 成 を 説 明 す る た め の 略 線 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の レ ー ザ ・ シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の レ ー ザ ・ シ ス テ ム の 側 面 の 構 成 を 示 す 略 線 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
１ ， ２ １ ， ４ １ ， ６ １ ， ８ １ ・ ・ ・ レ ー ザ ・ シ ス テ ム 、 ２ ， ２ ２ ， ４ ２ ， ６ ２ ， ８ ２ ・ ・
・ レ ー ザ ・ ダ イ オ ー ド 、 ３ ， ２ ３ ， ４ ３ ， ６ ３ ， ８ ３ ・ ・ ・ レ ン ズ 、 ４ ， ２ ４ ， ６ ４ ， ８
４ ・ ・ ・ グ レ ー テ ィ ン グ 、 ７ ， ２ ６ ， ４ ６ ， ６ ６ ， ８ ６ ・ ・ ・ 蓋 、 ９ ， ２ ８ ， ４ ８ ， ６ ８
， ８ ８ ・ ・ ・ ペ ル チ ェ 素 子 、 １ ０ ， ２ ９ ， ４ ９ ， ６ ９ ， ８ ９ ・ ・ ・ ヒ ー ト シ ン ク 、 １ １ ，
３ ０ ， ７ ０ ， ９ ０ ・ ・ ・ ベ ー ス 基 板 、 ５ ０ ・ ・ ・ 定 盤 、 ３ １ ， ７ ２ ・ ・ ・ 断 熱 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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